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▶テーマ　　ネギ一本焼き松前でカルソッツ祭
▶場所　　　まさき村前駐車場
　　　　　　（エミフル MASAKI 敷地内）
▶日時　　　令和８年３月 14 日（土）
　　　　　　10 時～15 時
▶問い合せ　（一社）愛媛まさき町観光物産協会
　　　　　　☎ 089-989-9880

　エミフル MASAKI にある「まさき村」前駐車場
で実施しているたわわフェスタは令和７年度から
合計５回、毎回異なるテーマで開催しています。
　５回目の開催となる３月では「ネギ一本焼き松
前でカルソッツ祭」をテーマに松前町の冬の特産
品であるネギを丸焼きにし、スペインの伝統料理
を松前で再現するなど、松前の魅力や美味しいも
のがたっぷり詰まった催しとなります。
　ぜひご来場ください。
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第
２
回
全
員
協
議
会
を
開
催

県
町
村
議
会
議
長
会　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
12
月
23

日
（
火
）
自
治
会
館
に
て
「
令
和
7
年
度

第
2
回
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ

�

　

前
田
会
長
（
上
島
町
議
会
議
長
）

₃　

報
告
事
項

　

⑴　

行
事
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
員
共
済
事
業

の
廃
止
に
つ
い
て

　

⑶　

専
決
処
分
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

今
後
の
行
事
予
定
及
び
令
和
8
年

度
行
事
予
定
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
7
年
度「
議
長
研
修
会（
市
町

村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
受
講
）」

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
一
同

　

⑻　

令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
①
会
費
の
分
賦
方

法
②
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑼　

第
77
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、①
総
会
次
第
（
案
）

②
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
た
。

　
　
　

な
お
、
今
年
度
も
、
議
事
終
了
後

に
県
町
村
会
と
意
見
交
換
会
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑽　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
一
同

了
承
し
た
。

5　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
開
催
時
期
は
正
副
会
長
に

一
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

そ
の
他

6　

閉　

会

令和８年度事業計画（案）

₁．会　　議
　⑴　定 期 総 会　　１回
　⑵　臨 時 総 会　　必要に応じ
　⑶　全員協議会　　₃回程度
　⑷　監　 事　 会　　１回
　⑸　正副会長会　　必要に応じ
　⑹　事務局長会議　　１回
₂．研　修　会
　⑴　第１回議員研修会
　　　　日時・会場　令和₈年₈月₄日（火）
　　　　　　　　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル松山
　　　　対　象　町議会議員及び議会事務局長等
　　　　講　師　元所沢市議会議員　桑畠　健也 氏
　　　　テーマ　予算決算審査（仮題）
　　　　講　師　中央大学法学部教授　礒崎　初仁 氏
　　　　テーマ　議員提案条例のすすめ
　　　　　　　　　－地方創生と議会の役割（仮題）
　⑵　第₂回議員研修会
　　　（第64回四国地区町村議会議長会研修会と合同開催）
　　　　日時・会場　令和₈年₉月29日（火） 高知市
　　　　　　　　　　高知県立県民文化ホール
� オレンジホール
　　　　対　象　町議会議員及び議会事務局長等
　　　　講　師　調整中
　⑶　議長研修　　　
　　国内外における議長視察研修の実施
　⑷　職員研修　
　　①　議会運営上の疑義に関する実務研修会　１回
　　②　「市町村議会事務局職員研修」（国際文化アカ
　　　デミー）への参加
　　③　全国町村議会事務局職員研修会への参加費助成
₃．政務活動
　⑴　町振興のための要望実現運動の実施
　⑵　系統議長会その他関係団体との連絡協調
　⑶　「町会報えひめ」の発行
　⑷　ホームページの充実
　⑸　町村議会実態調査の実施及び情報連絡
　⑹　優良議会、自治功労者、優良職員の表彰
　⑺　町議会議員名簿の作成
₄．福利厚生
　⑴　全国町村議会議員団体補償制度に対する協力
　⑵　ハラスメント相談体制の整備等に対する支援
₅．その他
　⑴　議長相互の協調及び情報連絡事業の積極的推進
　⑵　議会運営上の疑義についての照会に対する対応
　⑶　その他本会の目的達成のため必要と認められる事業

了
承
し
た
。

　

⑶　

令
和
6
年
度
議
員
共
済
事
業
特
別

会
計
決
算

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ
り
一
同

了
承
し
、
定
期
総
会
で
認
定
に
付
す

こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑷　

令
和
6
年
度
一
般
会
計
決
算

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
し
、
定
期
総
会
で
認
定
に

付
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑸　

令
和
8
年
度
「
議
長
視
察
研
修
」

に
つ
い
て

　

⑹　

議
会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

⑸
～
⑹
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説

明
が
あ
り
一
同
了
承
し
た
。

　

⑺　

令
和
8
年
度
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画
（
案
）

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
内
容
説
明
が
あ
り

一
同
了
承
。
原
案
の
と
お
り
定
期
総

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

前田会長
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四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長

会
合
同
事
務
連
絡
会
議
が
、
12
月
17
日

（
水
）、
本
県
の
当
番
で
「
愛
媛
県
自
治
会

館
」
で
開
催
さ
れ
、
各
県
事
務
局
長
や
担

当
者
が
出
席
。
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

題
を
中
心
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

〈
各
県
提
出
議
題
〉

1　

令
和
7
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

�

（
高
知
県
）

2　

令
和
8
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て�

（
徳
島
県
）

　

開
催
日　

令
和
8
年
10
月
8
日（
木
）

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
連
絡
会
議�

 

愛
媛
県
で
開
催

　

会　

場　

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

　

参
加
者　

四
国
四
県
町
村
長
、
四
国
四

県
町
村
議
会
議
長

　
「
中
国
・
四
国
各
県
町
村
会
災
害
共
済
事

務
連
絡
会
議
」
が
岡
山
県
町
村
会
主
催
で
、

12
月
11
日（
木
）岡
山
県
倉
敷
市「
倉
敷
ア

イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
」
に
て
開
催
さ
れ
、
全

国
町
村
会
及
び
中
国
四
国
各
県
町
村
会
事

務
担
当
者
26
名
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
県
提
出
議
題
等
12
議
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
次
期
開
催

県
を
香
川
県
と
決
定
し
閉
会
し
た
。

　

議
題
は
次
の
と
お
り
。

○
議　

題

　

各
県
提
出
議
題

Ⅰ　

公
有
・
生
協
事
故
処
理
全
般
関
係

　

1　

交
通
事
故
証
明
書
の
取
扱
い
に
つ

い
て�

　
（
徳
島
県
）

　

2　

仮
払
金
の
限
度
額
に
つ
い
て

　

�

（
岡
山
県
）

Ⅱ　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
関
係

　

3　

共
済
責
任
額
の
適
正
な
加
入
に
つ

い
て�

　
（
鳥
取
県
）

　

4　

公
有
建
物
の
標
準
的
㎡
単
価
引
上

げ
に
係
る
周
知
、
見
直
し
依
頼
の
方

中
国
四
国
災
害
共
済
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

岡
山
県
で
開
催

法
に
つ
い
て�

　
（
島
根
県
）

　

5　

公
有
自
動
車
損
害
共
済
の
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
導
入
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
に
つ
い
て　
（
愛
媛
県
）

Ⅲ　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
関
係

　

6　
「
組
合
加
入
内
容
変
更
通
知
書
」の

共
済
契
約
管
理
W
E
B 

サ
イ
ト
で

の
出
力
に
つ
い
て�

　
（
香
川
県
）

　

7　

自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
に
つ
い

て�

　
（
鳥
取
県
）

　

8　

継
続
事
務
に
お
け
る
共
済
契
約
継

続
申
込
書
等
送
付
書
へ
の
支
部
公
印

押
印
省
略
に
つ
い
て�

　
（
広
島
県
）

Ⅳ　

共
通
事
項
関
係

　

9　

基
準
の
統
一
に
つ
い
て（
徳
島
県
）

　

10　

送
金
通
知
書
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
廃
止
に
伴

う
同
通
知
書
の
出
力
に
つ
い
て�

　

�

（
広
島
県
）

　

11　

個
人
向
け
共
済
の
加
入
推
進
に
つ

い
て�

　
（
徳
島
県
）

　

12　

職
員
向
け
各
種
共
済
の
送
金
に
つ

い
て�
　
（
愛
媛
県
）

　

来　

賓　

全
国
町
村
会
長
・
全
国
町
村

議
会
議
長
会
長
・
高
知
県
知
事
・

高
知
県
議
会
議
長

3　

四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
研

修
会
の
講
師
料
に
つ
い
て�

（
徳
島
県
）

4　

地
方
公
務
員
の
定
年
引
上
げ
に
伴
う

各
県
対
応
状
況
に
つ
い
て�

（
愛
媛
県
）

　

な
お
、
次
回
は
高
知
県
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
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12
月
の
会
と
催
し

▽
9
日
＝
令
和
7
年
度
中
国
四
国
地
区
非

常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
等
・
消
防
補

償
等
事
務
連
絡
会
議

▽
11
日
＝
令
和
7
年
度
中
国
・
四
国
各
県

町
村
会
災
害
共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
12
日
＝
令
和
7
年
度
公
平
事
務
説
明
会

（
W
e
b
会
議
）

▽
17
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会

議
長
会
合
同
事
務
連
絡
会
議
（
愛
媛
県

当
番
）

▽
22
日
＝
愛
媛
県
都
市
計
画
審
議
会
第
10

回
常
務
委
員
会

▽
23
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
2

回
全
員
協
議
会

　
「
四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務
連

絡
会
議
」
を
、（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興

協
会
の
主
催
に
よ
り
、
11
月
6
日（
木
）に

愛
媛
県
自
治
会
館
で
開
催
し
、
18
名
が
出

席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
開
催
県
の
向
井
常

務
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、（
一
財
）

全
国
市
町
村
振
興
協
会
の
角
田
事
務
局

長
・（
公
財
）全
国
市
町
村
研
修
財
団
の
伊

藤
総
務
課
長
・
愛
媛
県
市
町
振
興
課
の
雲

峰
課
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
戴
し
た
。

　

次
の
事
業
説
明
で
は
、（
一
財
）全
国
市

町
村
振
興
協
会
よ
り
市
町
村
振
興
宝
く
じ

の
販
売
実
績
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
実

績
の
推
移
、
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
販
売
実
績
の

報
告
等
が
あ
っ
た
後
、
令
和
8
年
度
の
宝

く
じ
販
売
計
画
額
・
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、（
公

財
）全
国
市
町
村
研
修
財
団
か
ら
は
令
和

6
年
度
研
修
実
施
状
況
、
令
和
7
年
度
研

修
計
画
、
県
別
修
了
者
・
受
講
者
数
の
累

計
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
議
事
で
は
、
慣
例
に
よ
り
地
元

開
催
県
の
清
川
事
務
局
長
を
議
長
と
し
、

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
次
期
開
催
県
を
香
川
県
に

決
定
し
た
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

3　

事
業
説
明

　

・（
一
財
）全
国
市
町
村
振
興
協
会

　

・（
公
財
）全
国
市
町
村
研
修
財
団

4　

議　

事

　

⑴　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て
協
議

　
　

①　

公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

に
つ
い
て�

（
徳
島
県
）

　
　

②　

公
益
法
人
法
改
正
に
伴
う
移
行

作
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

�

（
高
知
県
）

　
　

③　

宝
く
じ
の
広
報
に
つ
い
て

�

（
徳
島
県
）

　
　

④　

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
等
の
研
修

機
関
に
職
員
を
派
遣
す
る
市
町
村

等
に
対
す
る
助
成
の
状
況
及
び
助

成
額
の
見
直
し
に
つ
い
て

�

（
香
川
県
）

　
　

⑤　
（
公
財
）全
国
市
町
村
研
修
財
団

評
議
員
の
選
出
順
に
つ
い
て

�

（
愛
媛
県
）

　

⑵　

次
期
開
催
県
の
決
定
に
つ
い
て

　

⑶　

そ
の
他

5　

閉　

会

四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会

事
務
連
絡
会
議
を
開
催

�
　（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　　
　

令
和
７
年
の
締
め

　

百
八
の
煩
悩
を
除
去
す
る「
除
夜
の
鐘
」

は
、
音ね

と
と
も
に
1
年
の
終
り
を
告
げ
る
。

誰
も
が
全
て
区
切
り
を
つ
け
た
よ
う
な
気

分
に
さ
せ
、
一
年
間
が
早
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
大
晦
日
。

　

さ
て
、「
時
」
と
「
時
」
の
繋
が
り
は
、
一

年
後
の
12
月
25
日
に
満「
昭
和
1
0
0
年
」

を
迎
え
る
。
年
の
流
れ
は
区
切
り
ど
こ
ろ

か
、
こ
の
間
忘
れ
た
い
が
忘
れ
ら
れ
な
い

事
な
ど
個
々
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
。
悲
喜
こ

も
ご
も
の
年
月
で
も
あ
る
。
特
に
第
二
次

世
界
大
戦
に
関
わ
る
事
は
、
今
年
終
戦
80

年
が
経
ち
、
既
に
大
方
の
人
が
心
の
傷
を

含
め
、
特
大
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
詰
め
込
み
、

次
界
ヘ
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

我
が
国
は
幕
藩
時
代
か
ら
明
治
、
世
界

ヘ
両
眼
を
開
き
先
進
国
に
追
い
つ
き
追
い

越
せ
の
大
正
、昭
和
へ
、さ
ら
に
平
成
、令

和
と
生
活
環
境
の
進
化
・
変
化
は
著
し
い

歴
史
で
あ
る
。
特
に
経
済
は
、
昭
和
の
バ

ブ
ル
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。
日
本
の
企
業

戦
士
は
そ
の
働
き
に
光
が
差
し
、
米
国
に

次
ぐ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
2
位
の
経
済
大
国
に

の
し
上
が
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
名
だ

た
る
ビ
ル
等
を
買
い
占
め
、
疎
ま
れ
た
日

本
経
済
全
盛
の
時
代
を
味
わ
っ
た
。
現
下

で
は
、
円
安
、
物
価
高
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
第
4
位

に
後
退
な
ど
弱
体
か
ら
脱
し
切
れ
て
い
な

い
が
、
そ
こ
そ
こ
頑
張
り
、
明
日
へ
の
成

長
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

一

筆

は
、
労
働
人
口
の
減
少
を
憂
い
る
よ
り
も
、

対
象
人
口
に
合
致
し
た
縮
小
の
中
で
、
地

味
な
が
ら
光
り
が
地
方
の
隅
々
ま
で
あ
た

る
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
社
会
の
構
築
、
実

践
が
望
ま
れ
る
。
た
だ
ど
の
よ
う
な
環
境

に
な
ろ
う
と
も
「
エ
ン
ゲ
ル
係
数
」
は
、
見

落
と
し
て
は
な
ら
な
い
為
政
者
の
常
心
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
先
人
達
が

遺
し
た
遺
産
、
勝
ち
取
っ
た
と
も
云
う
べ

き「
戦
争
の
愚
か
さ
」を
国
内
だ
け
で
な
く

特
に
国
外
へ
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
発

信
す
べ
き
使
命
が
今
、
現
代
人
に
は
あ
る
。

先
の
大
戦
を
乗
り
越
え
、
昭
和
1
0
0
年

を
迎
え
る
た
め
の
集
大
成
で
も
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
今
年

も
終
り
を
見
ず
。
争
い
を
鎮
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
側
の
強
大
な
軍
事
力
を
持
つ
国

が
、主
権
を
犯
し
て
4
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
破
壊
と
破
壊
の
先
は
不
透
明
。
侵
攻

の
目
的
達
成
ま
で
続
く
で
あ
ろ
う
。失
わ
れ

た
尊
い
生
命
は
取
り
戻
せ
な
い
。ま
た
紛
争

各
地
の
瓦
礫
の
山
は
、誰
が
修
復
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
、
極
簡
単
な
単
語
が
多
く
横
た

わ
る
2
0
2
5
年
も
糸
口
は
見
つ
か
ら
ず
。

全
て
26
年
以
降
へ
の
継
続
と
な
っ
た
。

　

今
年
一
年
を
表
わ
す
漢
字
は
「
熊
」
で

あ
っ
た
。
我
が
国
で
は
、
人
間
に
被
害
を

お
よ
ぼ
す
熊
駆
除
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
議

論
す
る
「
時
」
の
余
裕
が
あ
り
、
他
国
と
比

べ
如
何
に
安
穏
で
あ
ろ
う
か
。
核
武
装
し

た
国
々
に
囲
ま
れ
た
今
日
、『
ケ
セ
ラ　

セ

ラ
。
な
る
よ
う
に
な
る
。』
的
で
は
、
少
し

寂
し
い
。

　

外
か
ら
の
偽
り
情
報
や
恐
喝
が
ま
し
い

仕
掛
け
に
は
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
た
「
毅

然
と
し
た
対
応
」
が
、
令
和
7
年
の
締
め

く
く
り
の
一
言
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）
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砥部焼伝統産業会館
〒791-2132 愛媛県伊予郡砥部町大南335
■TEL  089-962-6600    FAX  089-962-6877
■E-mail : tobe-densan@aqr.e-catv.ne.jp
■開館時間 午前9時～午後5時
■休館日 月曜日（祝日の場合翌平日）
■入館料 一般300円 高齢者・高大生200円 小中生100円

※1階ロビーは無料でご覧いただけます。

２月７日 ～３月２９日

砥部焼のひな人形は一つ一つ手作りです。

優しい表情や、温かみを感じる砥部焼の

ひなまつり展をお楽しみください。

砥
部
焼

ひ
な
ま
つ
り
展

ロ
ビ
ー
展

土 日

令和8年
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令和７年12月10日水～令和８年２月３日火

パソコンまたはスマートフォンから大会HPのURLも
しくはQRコードにアクセスし、エントリーページよ
りお申し込みください。
支払い方法は、お申し込みの際にお選びいただけます
（クレジットカード、コンビニ、ATMなど）。
※エントリーの際は、RUNNET（ランネット）の会員
登録（無料）が必要となります。
※エントリー手数料：支払総額4,000円まで240円、
4,001円以上６%（税込）。

※参加者は下記の申込規約に必ず同意の上、お申し込みください。

申込期間

お 申 し 込 み 方 法
●RUNNET（ランネット）のお支払い方法
コンビニ

クレジットカード払い

Amazon Pay払い

①自己都合による申込後の種目変更・キャンセル・権利譲渡・
名義変更はできません。また、過剰入金・重複入金の返金は
いたしません。定員を超える申込があった場合、入金期限内
に参加料の支払が完了していても入金日によっては申込が
無効となる場合がございます。その場合、主催者が定める方
法により返金されます。
②地震・風水害・降雪・事件・事故・疫病等による開催縮小・中
止、参加料返金の有無・額、通知方法等についてはその都度
主催者が判断し、決定します。
③私は、心疾患・疾病等なく、健康に留意し、十分なトレーニン
グをして大会に臨みます。傷病、事故、紛失等に対し、自己の
責任において大会に参加します。
④私は、大会開催中に主催者より競技続行に支障があると判
断された場合、主催者の競技中止の指示に直ちに従います。
また、その他、主催者の安全管理・大会運営上の指示に従い
ます。
⑤私は、大会開催中に傷病が発生した場合、応急手当を受ける
ことに異議ありません。その方法、経過等について、主催者の
責任を問いません。
⑥私は、大会開催中の事故、紛失、傷病等に関し、主催者の責任
を免除し、損害賠償等の請求を行いません。

⑦大会開催中の事故・傷病への補償は大会側が加入した保険
の範囲内であることを了承します。
⑧私の家族・親族、保護者（参加者が未成年の場合）、またはチー
ムメンバー（代表者エントリーの場合）は、本大会への参加を
承諾しています。
⑨年齢・性別等の虚偽申告、申込者本人以外の出場(代理出走)
はいたしません。それらが発覚した場合、出場・表彰の取り
消し、次回以降の資格はく奪等、主催者の決定に従います。
また、主催者は、虚偽申告・代理出走者に対して救護・返金等
一切の責任を負いかねます。
⑩大会の映像・写真・記事・記録等（において氏名・年齢・性別・
記録・肖像等の個人情報）が新聞・テレビ・雑誌・インター
ネット・パンフレット等に報道・掲載・利用されることを承
諾します。また、その掲載権・使用権は主催者に属します。
⑪大会申込者の個人情報の取扱いは、別途記載する主催者の
規約に則ります。
⑫手荷物預かり場所を開設いたしますが、貴重品の盗難・紛失
については、主催者は責任を負いませんので、各自の責任に
おいて管理してください。
⑬上記の申込規約の他、主催者が別途定める大会規約に則り
ます（齟齬がある場合は大会規約が優先します）。

大
会
の
魅
力

大
会
の
魅
力

ぽ
っ
ぽ
温
泉

半
額
入
浴
券

予
土
圏
域

う
ま
い
も
の
市
！

お
楽
し
み

抽
選
会
！

疲れた体を癒すのにぜひご利用ください。 おなかが空いたら予土圏域のうまいものを
堪能しよう！

ゼッケン番号による松野町の特産品をはじめと
した楽しい賞品が当たる大抽選会です。

まきボイラーで
あったまろう！

桃源郷の陣 当たって嬉しい！
レースの終了後は

Amazonアカウントに登録されたクレジットカード
を選択するだけで、すばやくエントリーできます。

各コンビニ指定の支払い方法をご案内いたします。指
定の期日までにお支払いください。

※PayPalでのお支払いも可能
ご指定のクレジット会社から、指定の期日に合計金額
が引き落としになります。

令和８年４月５日日

まつの桃源郷
マラソン大会
まつの桃源郷
マラソン大会

森の国ドーム
松野町スポーツ交流センター

自然あふれる桃源郷を走ろう！！

第33回

【雨天決行】 JR予
土線で

桃源郷へGO
！

渋滞知らず、駐車場いらず
JR予土線臨時列車運行

ハーフ／３㎞

大会ホームページ➡
エントリーはこちら

受　付

開会式

種　目 令和８年２月３日火申込締切

松野町・松野町教育委員会 　　　　(公財)愛媛県市町振興協会
㈱愛媛新聞社、ＮＨＫ松山放送局、南海放送㈱、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ、ＦＭ愛媛、宇和島ケーブルテレビ㈱
四国旅客鉄道㈱、えひめ南農業協同組合松野支所、えひめ南農業協同組合鬼北桃部会、ナンレイ㈱、森の国ぽっぽ温泉、キョクヨーフーズ㈱、
㈲正木正光酒造場、㈱高田商店、松野郵便局、吉野郵便局、目黒郵便局、松野町商工会、㈱カネコ、㈱松野町農林公社、道の駅虹の森公園まつの、
南予森林組合、㈱プロテックス・ジャパン、㈱サン・クレア、佐川印刷㈱、菓子工房Ｋａｚｕ

主 催

協 賛
後 援

共 催

大会公式ホームページをチェック！
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　松前町は、一級河川重信川を境にして県都松山市
に隣接し、道後平野の西南部にあります。西は伊予
灘に面し、南は伊予市をへだて四国山脈が望め、豊
かな自然と土地に恵まれたところです。豊富な水と
肥沃な土地を生かした農業をはじめ、工業、商業の
バランスのとれた町として発展してきました。そん
な松前町の誇れる逸品を皆さんにお届けします。

まさきの恵みをあなたに―

松前町の
ふるさと納税は
こちらから▶

松前町ふるさと納税


